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その他の火山（要約）（2018 年 12 月 31 日現在） 
 

 その他の火山の評価（2018 年１月～2018 年 12 月） 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 
 
火山名 
 
１．北海道地方 

 知床硫黄山、羅臼岳、天頂山、摩周、雄阿寒岳、丸山、利尻山、恵庭岳、羊蹄山、ニ

セコ、渡島大島、茂世路岳、散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿登佐岳、

ベルタルベ山、ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、泊山 

 

２．東北地方 

 恐山、八幡平、鳴子、肘折、沼沢、燧ヶ岳 

 

３．関東・中部地方、伊豆・小笠原諸島 

 高原山、男体山、赤城山、榛名山、横岳、妙高山、アカンダナ山、利島、御蔵島、ベ

ヨネース列岩、須美寿島、伊豆鳥島、孀婦岩、海形海山、海徳海山、噴火浅根、北福

徳堆、南日吉海山、日光海山 

 

４．中国・九州地方及び南西諸島 

 三瓶山、阿武火山群、由布岳、福江火山群、米丸・住吉池、若尊、池田・山川、開聞

岳、口之島、中之島、硫黄鳥島、西表島北北東海底火山 
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                         高原山 

高 原 山      （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
                
○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 

・地震活動（図３） 

高原山周辺のやや深部で時折地震活動の高まりがみられるが、構造性の地震で火山

活動と直接関係ないとみられる。 
 
 ・噴気等の状況 

   高原山北麓の富士山西側の新湯付近には従来から弱い噴気があるが、噴気異常等

に関する通報はない。 

 
図１ 高原山 周辺の地震観測点 

           ■震）：東大震研観測点  ■東）：東北大学観測点 

            ■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 高原山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

この資料は気象庁のほか、東北大学、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用し

て作成。 

● 累積 
○ 頻度 

高原山 

那須岳 

東） 

震） 
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                         高原山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 高原山 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

高原山 
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                     三瓶山 

男体山   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 
 
 
 
 
                

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

山体付近に発生する地震は少なく、周辺の地震活動にも特に変化はない。 

 

 ・噴気等の状況 

噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 
図１ 男体山 周辺の地震観測点 

■震）：東大震研観測点  ■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図25000を使用した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認め

られない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

図２ 男体山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

● 累積 
○ 頻度 

男体山 
日光白根山 

燧ケ岳 
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                     三瓶山 

 
図３ 男体山 周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

  赤は深部低周波地震を示す。 

      表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

      この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

▲ 男体山 

▲ 
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                     赤城山 

赤 城 山   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
                

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

   2016 年頃から赤城山の東から北東方向の地震活動がやや活発となっている。しか

し、赤城山からは離れており、火山活動とは直接の関係性はないと考えられる。 

 

 ・噴気等の状況 

   噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 
図１ 赤城山 周辺の地震観測点 

■震）：東大震研観測点  ■Ｈ）：防災科研観測点 ■気）：気象庁観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

図２ 赤城山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

この資料は気象庁のほか、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

● 累積 
○ 頻度 
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                     赤城山 

 

図３ 赤城山 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上している。 

赤は低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

         この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

赤城山 
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                     榛名山 

榛 名 山   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 
 
 
 
 

 
○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 

・地震活動（図３） 

2005 年頃から北東側 10km 付近で地震活動が見られたが、山体付近に発生する地震

は少ない。 
 
 ・噴気等の状況 

噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 
図１ 榛名山 周辺の地震観測点 

■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図25000を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認め

られない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

図２ 榛名山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

● 累積 
○ 頻度 
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                     榛名山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 榛名山 周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

  赤は低周波地震を示す。 

      表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

      この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

榛名富士 掃部ヶ岳 
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                         横岳 

横 岳     （2018 年 12 月 31 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 
○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 

・地震活動（図３） 

山体付近に地震は発生していない。周辺の地震活動は東北地方太平洋沖地震（2011

年３月 11 日）、2016 年３月以降活発化した。 
 
 ・噴気等の状況 

   噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 
図１ 横岳 周辺の地震観測点 

■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

      この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 横岳  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

この資料は気象庁のほか、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

● 累積 
○ 頻度 
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                         横岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 横岳 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 

横岳 
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                         妙高山 

妙 高 山   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

山体付近に発生する地震はほとんどなく、周辺の地震活動にも特に変化は認められ

ない。 
 
 ・噴気等の状況（図４） 

   10 月 23 日に北陸地方整備局の協力により実施した上空からの観測では、南側火

口原の南地獄谷頭部にある従来から噴気地帯において噴気が上がっているのを確認

した。その他の異常は認められなかった。また、噴気異常等に関する通報はない。 

 
図１ 妙高山 周辺の地震観測点 

■震）：東大震研観測点  ■Ｈ）：防災科研観測点 ■気）：気象庁観測点 

        この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

図２ 妙高山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

この資料は気象庁のほか、東京大学、京都大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用

して作成。 

● 累積 
○ 頻度 

新潟焼山 
妙高山 
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                         妙高山 

 

 

図３ 妙高山 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

妙高山 

新潟焼山 
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                         妙高山 

 
①山腹東斜面 2018 年 10 月 23 日 13:04（可視）13:04（赤外） 高度約 2600m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②山腹西斜面 2018 年 10 月 23 日 13:00（可視）13:00（赤外） 高度約 2700m 

第４図 妙高山 赤外熱映像装置による噴気地帯の地表面温度分布 
 10 月 23 日に北陸地方整備局の協力により実施した上空からの観測では、南側火口原の地獄谷噴

気地帯から噴気が上がっているのを確認した。その他に異常は認められなかった。 
 

南側噴気地帯 
南側噴気地帯 

94



第 143 回火山噴火予知連絡会                                 気象庁 
 

                      アカンダナ山 

アカンダナ山  （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

 
○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 

・地震活動（図３） 

山体付近に発生する地震は少ない。周辺の地震活動は東北地方太平洋沖地震（2011

年３月 11 日）以降活発化し、その後も時折、活発化がみられている。 
 
 ・噴気等の状況 

   噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 
図１ アカンダナ山 周辺の地震観測点 

■：京大及び東大震研観測点 ■Ｈ）：防災科研観測点 

■気）：気象庁観測点 ■：北陸地方整備局観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この資料は気象庁のほか、東京大学、名古屋大学、京都大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所の 

データも利用して作成。 

図２ アカンダナ山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

● 累積 
○ 頻度 

乗鞍岳 

アカンダナ山 

焼岳 
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                      アカンダナ山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ アカンダナ山 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

アカンダナ山 
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                          利島 

利 島   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

 
                

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

島内に発生する地震は少ない。周辺の地震活動は東北地方太平洋沖地震（2011 年

３月 11 日）以降やや活発化したが、その後すぐに低下した。 
 
 ・噴気等の状況 

   噴気はなく、異常等に関する通報もない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 利島 周辺の地震観測点 

■震）：東大震研観測点  ■Ｈ）：防災科研観測点 ■気）：気象庁観測点 ■：東京都観測点 

    この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２ 利島  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

この資料は気象庁のほか、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

● 累積 
○ 頻度 

利島 

新島 

伊豆大島 
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                          利島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図３ 利島 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は深部低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

利島 
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                     御蔵島 

御 蔵 島   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

 
                

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

付近に発生する地震は少なく、周辺の地震活動にも特に変化は認められていない。 

 

 ・噴気等の状況 

   噴気はなく、異常等に関する通報もない。 

 

図１ 御蔵島 周辺の地震観測点 

■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

・三宅島３（気象庁）は 2011 年 11 月で観測終了 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

 

図２ 御蔵島 

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

● 累積 
○ 頻度 

御蔵島 

三宅島 

99



第 143 回火山噴火予知連絡会                                 気象庁 

                     御蔵島 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 御蔵島 一元化震源による周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

赤は深部低周波地震を示す。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 

 

御蔵島 
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                     三瓶山 

三 瓶 山   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 
 
 
 
 
                

○ 概況（2018 年１月～12 月 31 日） 
・地震活動（図３） 

４月９日 01 時 32 分に三瓶山の北西約７km、深さ約 12km で M6.1 の地震が発生し、

最大深度５強を観測した。この地震の震源付近で地震活動が活発になったが、活動は

徐々に低下している。 

 

 ・噴気等の状況 

山頂部の室の内火口には鳥地獄と呼ばれる噴気孔があるが、噴気異常等に関する通

報はない。 

 
図１ 三瓶山 周辺の地震観測点 

■Ｈ）：防災科研観測点  ■気）：気象庁観測点 

この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認め

られない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

図２ 三瓶山  

一元化震源によるマグニチュード別度数分布図 

（図３-①震央分布図の範囲内） 

 

● 累積 
○ 頻度 
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                     三瓶山 

 
 

図３ 三瓶山 周辺の地震活動（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日） 

      注）2002 年 10 月以降、Hi-net 追加により検知力向上 

  赤は深部低周波地震を示す。 

      表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

      この図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

三瓶山 
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阿武火山群 

阿 武 火 山 群    （2018年12月31日現在） 

 

 

 
 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況 

阿武火山群に関して、噴気等の異常に関する報告はされていない。 

 

・地震活動（図１） 

地震活動は静穏な状態で経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：2018年１月～12月の震源 

○：2000年１月～2017年12月の震源 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図１ 阿武火山群 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月31日の状況＞ 

地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 

東西断面図 

南北方向の時系列図 

深さの時系列図 

▲笠山 

▲大島 
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阿武火山群 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 

 

 

 

 

 

 

図２ 阿武火山群 周辺の地震観測点 
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由布岳 

由 布 岳    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況 

由布岳に関して、噴気等の異常に関する報告はされていない。 

 

・地震活動（図１） 

山体で発生する地震は少なく、地震活動は静穏な状態で経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、九州大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図１ 由布岳 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

山体で発生する地震は少なく、地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

由布岳 

伽藍岳 

鶴見岳 

震央分布図 

東西断面図 

南北方向の時系列図 

深さの時系列図 

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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由布岳 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 由布岳 周辺の地震観測点 
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福江火山群 

福 江 火 山 群    （2018年12月31日現在） 

 

 

 
 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況 

福江火山群に関して、噴気等の異常に関する報告はされていない。 

 

・地震活動（図１） 

地震活動は静穏な状態で経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、九州大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図１ 福江火山群 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 

東西断面図 

南北方向の時系列図 

深さの時系列図 

鬼岳  

火ノ岳 

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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福江火山群 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 福江火山群 周辺の地震観測点 
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米丸・住吉池 

米 丸・住 吉 池    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～2018年12月） 

・噴気等の状況（図１） 

米丸・住吉池に関する噴気等の異常に関する報告はされていない。 

10月22日に海上自衛隊第一航空群の協力を得て実施した現地調査では、米丸・住吉池付近

で噴気等は確認されなかった。 

 

・地震活動（図２） 

地震活動は静穏な状態で経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

米丸 

住吉池 

図１ 米丸・住吉池 上空から撮影した米丸・住吉池（2018年10月22日） 

 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

2018年10月22日 

海上自衛隊第１航空群P-3Cから撮影 
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米丸・住吉池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図２ 米丸・住吉池 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 南北方向の時系列図 

東西断面図 深さの時系列図 

米丸 

住吉池

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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米丸・住吉池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 米丸・住吉池 周辺の地震観測点 
 

 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 
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若尊 

若  尊    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況 

海面に泡が湧出する現象（たぎり）等、異常に関する報告はされていない。 

 

・地震活動（図１） 

若尊の周辺領域で時々地震が発生した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

若尊の周辺領域で時々地震が発生した。その他の火山活動に特段の変化はなく、

噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図１ 若尊 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

若尊の周辺領域で時々地震が発生した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがある。 

若尊 

震央分布図 

東西断面図 

南北時系列図 

深さの時系列図 

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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若尊 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 

 

図２ 若尊 周辺の地震観測点 
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池田・山川 

2018 年２月22 日12 時34 分 

池  田・山  川    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況（図１～３） 

噴気等の異常に関する報告はされていない。 

２月22日に開聞岳山頂から実施した赤外熱映像装置による観測では、池田・山川付近に明瞭な

噴気や熱異常域は認められなかった。 

 

・地震活動（図５） 

池田・山川付近で発生する地震は少なく、地震の発生状況に特段の変化はない。 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

2018 年２月22 日12 時29 分 2018 年２月22 日 

図１ 池田・山川 池田湖付近の可視画像及び熱画像（2018年２月22日） 

   池田湖及びその周辺に明瞭な噴気や熱異常域は認められなかった。 

図２ 池田・山川 山川港付近の可視画像及び熱画像（2018年２月22日） 

   山川港（赤丸）及びその周辺に明瞭な噴気や熱異常域は認められなかった。 

2018 年２月22 日 
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池田・山川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 池田・山川 周辺の地震観測点 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 

地理院地図 

図１ 

図２ 

池田湖 

山川港 

4ｋｍ 

図３ 池田・山川 現地観測における撮影位置及び撮影方向 
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池田・山川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 池田・山川 一元化震源による地震活動経過図（2000年10月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

周辺領域で時々地震はあるものの、発生状況に特段の変化はなく経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 

東西断面図 深さの時系列図 

南北方向の時系列図 

山川（番所鼻） 
池田（鍋島岳） 

 開聞岳 

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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開聞岳 

開  聞  岳    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況（図１～３） 

開聞岳に関して、噴気等の異常に関する報告はされていない。 

２月22日に実施した現地調査では、山体に明瞭な噴気や熱異常域は認められなかった。山頂

付近では、2000年にごく弱い低温の噴気が確認されているが、今回の観測では確認することが

できなかった。 

 

・地震活動（図４） 

地震活動は静穏な状態で経過した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成した。 

図１ 開聞岳 開聞岳北北東側山麓（2018年２月22日） 

   山体に明瞭な噴気や熱異常域は認められなかった。 

2018 年２月22 日15 時19 分 

2018 年２月22 日13 時22 分 2018 年２月22 日13 時22 分 

2018 年２月22 日15 時13 分 2018 年２月22 日15 時19 分 

図２ 開聞岳 山頂付近の状況（2018年２月22日） 

   山頂付近の穴では、噴気や熱異常域は認められなかった。 

117



第 143 回火山噴火予知連絡会                                  気象庁 

開聞岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 開聞岳 目視観測及び熱映像観測地点 

：観測位置 

：撮影方向 

開聞岳北北東山麓（図１） 

開聞岳山頂（図２） 

地理院地図 
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開聞岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 開聞岳 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2017年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 

東西断面図 深さの時系列図 

南北方向の時系列図 

開聞岳 

池田（鍋島岳） 

●：2018年の震源      ×：2018年の震源（深部低周波地震） 

●：2000年～2017年の震源  ×：2000年～2017年の震源（深部低周波地震） 
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開聞岳 

●：気象庁 ●：防災科学技術研究所 ●:大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 開聞岳 周辺の地震観測点 
 

 

120



第 143 回火山噴火予知連絡会                                  気象庁 

口之島 

口 之 島    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況（図１～２） 

口之島に関して、噴気等の異常に関する報告はされていない。 

10月９日に実施した船上からの赤外熱映像装置による観測では、確認できる範囲において熱

異常域は認められなかった。 

 

・地震活動（図４） 

地震活動は静穏な状態で経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学のデータを利用して作成した。 

(単位:km) 

2 0 1 

地理院地図 

図２ 中図 

図２ 上図 

図２ 下図 

図１ 口之島 船上観測における撮影位置及び撮影方向 

橙丸は撮影位置を、矢印は撮影方向を示す。 

燃岳 

前岳 
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口之島 

●：気象庁 ●:大学 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 口之島 船上から確認した口之島西側斜面の状況 

10月９日に実施した船上からの赤外熱映像装置による観測では、確認できる範囲において熱異常域は認

められなかった。 

2018年10月9日04時39分 

2018年10月9日05時16分 

2018年10月9日05時22分 

前岳 

前岳 

図３ 口之島 周辺の地震観測点 
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口之島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 口之島 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月31日の状況＞ 

地震活動は静穏な状態で経過した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 

東西断面図 

南北方向の時系列図 

深さの時系列図 

前岳  

燃岳 

●：2018年の震源 

●：2000年～2017年の震源   
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中之島 

 
図１ 中之島 噴気の状況（２月12日、寄木監視カメラによる） 

中 之 島    （2018年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

○ 概況（2018年１月～12月） 

・噴気等の状況（図１～８、図９-①） 

御岳火口で時々噴気が上がるのを確認した（期間最高200ｍ）。 

１月22日から23日及び10月11日に実施した現地調査では、御岳火口内及び北東斜面の一

部で噴気及び熱異常域を観測し、東山腹の一部で熱異常域を観測したが、前回観測時（2017年

６月２日から８日）と比較して噴気活動や熱異常域の状況に特段の変化は認められなかった。 

10月９日に実施した船上からの赤外熱映像装置による観測では、確認できる範囲において熱

異常域は認められなかった。 

 

・地震活動（図９-②、図10～11） 

御岳火口付近を震源とする火山性地震は時々発生し、2018年８月23日には46回と一時的に

増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候はみられない。 

この資料は気象庁のほか、鹿児島大学のデータを利用して作成した。 
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中之島 

300m

 

図２ 中之島 現地観測における撮

影位置及び撮影方向 
 

緑丸は噴気温度測定位置を、橙丸

は撮影位置を、矢印は撮影方向をそ

れぞれ示す。 

100m 

図７ 

図５ 

図６ 噴気温度測定 

地理院地図 

図４ 中図 

1 2 0 
(単位:km) 

図４ 上図 

地理院地図 

御岳 

図４ 下図 

北東斜面噴気 

図８ 

御岳火口 

地理院地図 

図３ 

125



第 143 回火山噴火予知連絡会                                  気象庁 

中之島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図３ 中之島 御岳の状況（2018年10月９日 中之島港から撮影） 

図４ 中之島 船上からの観測による御岳火口内及び北東側山腹の状況 
観測可能な岸側で熱異常域は認められなかった。 

2018年10月9日05時38分 

2018年10月9日05時45分 

2018年10月9日05時50分 

御岳 

御岳 

御岳 
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中之島 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 中之島 御岳火口縁西側から撮影した火口内の状況 

 ・2017年６月４日と比較して噴気活動や熱異常域の分布に特段の変化は認められなかった。 

 ・図中白丸の噴気孔でサーミスタ温度計による測定を行った（図６参照）。 

2017年6月4日09時36分 気温24.6℃ 湿度43.3％ 

2017年6月4日（晴） 

2018年1月23日09時29分 気温10.9℃ 湿度60.1％ 

2018年1月23日（晴） 
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図６ 中之島 火口内北東側噴気孔（図５の白丸）の状況 

 ・サーミスタ温度計による測定では、噴気温度は128.5℃であり、前回（2017年６月４日：133.5℃）と 

比較して、大きな変化はみられなかった。 

・前回と同様に噴気孔内壁は溶融硫黄と思われる黒色物が付着しており、測定後はセンサーの先端部分が 

黒く変色した。 

図７ 中之島 御岳火口縁北側から撮影した南側火口壁の状況 

噴気孔周辺および硫黄採掘跡周辺で熱異常域が認められた。 

2018年１月23日 

2018年1月23日（晴） 

2018年1月23日09時59分 

気温9.5℃ 湿度82.0％ 
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中之島 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 中之島 御岳東側山麓から撮影した北東斜面噴気地帯の状況 

    2017年６月６日と比較して、北東斜面の熱異常域と噴気（図中赤丸）及び、東山腹の変質地帯（図中

黄丸）に特段の変化はみられなかった。東山腹の変質地帯では噴気は確認できなかった。 

2017年６月６日（曇） 2017年６月６日16時04分 

気温：24.7℃ 湿度66.3％ 

2018年１月22日（曇） 

2018年10月11日（曇） 

2017年１月22日17時41分 

気温：12.0℃ 湿度72.3％ 

2018年10月11日07時43分 

気温：21.4℃ 湿度66.0％ 
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中之島 
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図９ 中之島 火山活動経過図（2018年１月～2018年12月） 
 

＜2018年の火山活動の状況＞ 

・御岳火口で時々噴気が上がるのを確認（期間最高200ｍ）。 

・御岳火口付近を震源とする火山性地震は時々発生し、2018年８月23日には46回と一時的に増加した。 

図10 中之島 御岳南観測点と中之島観測点の走時差（2018年１月～2018年12月） 
 

・御岳南観測点と中之島観測点の走時差⊿P が-0.4 秒程度の地震（①）と-0.2～0.2

秒程度の地震（②）の地震の２つのタイプの地震がみられる。 

・①の地震は御岳火口付近を震源とする地震と思われる。 
 

① 

② 
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図11 中之島 一元化震源による地震活動経過図（2000年１月～2018年12月31日） 
 

＜2018年１月～12月の状況＞ 

山体で発生する地震は少なく、地震活動は静穏な状態で経過した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

  御岳 ▲ 

震央分布図 

東西断面図 

南北方向の時系列図 

深さの時系列図 

●：2018年１月～12月の震源 

●：2000年１月～2017年12月の震源 
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中之島 

●：気象庁 ●:大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図12 中之島 周辺の地震観測点及び観測点配置図 
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硫黄鳥島 

図１ 硫黄鳥島 火口位置図 
この図の作成には国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図(硫黄鳥島)を複製した。 

硫 黄 鳥 島   （2018 年 12 月 31 日現在） 

 
 

 

 

 

 

 

○ 活動概況（2018 年１月～12月 31日） 
・噴気など表面現象の状況（図１、表１） 

海上からの観測で、島の北側に位置する硫黄岳火口や島の中央部に位置するグスク火山

火口から、従来から認められている少量の噴気が観測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

133



第 143 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

硫黄鳥島 

表１ 硫黄鳥島の状況 

日付及び観測機関 噴気などの状況 

１月 15日 

気象庁 

 

硫黄岳火口では、白色の噴気

が連続的に認められた。 

６月 13日 

気象庁 

 
 

 

硫黄岳火口内に弱い白色の

噴気が認められた。 

グスク火口壁北側の噴気口

に弱い白色の噴気が認めら

れた。 

 噴気 

グスク火口からの噴気 

硫黄岳火口からの噴気 
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